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ご挨拶 
  近年、地域内での医療機能分化が進み、急性期から回復期・慢性期を経て在宅医療へと切 

れ目なく繋げる「医療機能の流れ」が構築されつつあります。 

  このことにより、これからの地域医療連携は、従来の「医療機関同士の個々のつながり」から 

「地域全体での包括的なつながり」へと変化していくと言われています。 

  その結果、国が目指している「病院完結型から地域完結型の医療への転換」が徐々に進 

むこととなり、これからの医療は、一つの医療機関で治療が完結するのではなく、地域全体の連 

携により包括的に医療が提供される時代がやってくると考えられます。 

   このことは、一方で、個々の医療機関に「今後自分たちは、この地域内でどの機能を担っていくべきなのか？」の 

選択を迫ることになるわけですが、これが現在国から回答を求められている「病床機能報告」であり、この選択が県

の作成する新たな地域医療構想（ビジョン）へと繋がっていきます。 

・・・・ これからの医療機関運営のキーワードは「地域連携」です ・・・・ 

 このようなことから、今後の当院にとっても「地域医療連携室」の果たす役割は、益々重要なものとなっていくと考

え、この度、地域の医療関係者の皆さんへの当院からの情報発信の手段として、「池田病院 地域連携室だより」を

発行することといたしました。つたない手作りの広報誌ではありますが、この紙面が今後の地域内の医療連携に少

しでもお役に立てば幸いです。   
 

   第１号の発行ですので、最近の池田病院の動きを少しだけご紹介したいと思います。 

  当院は、平成２３年３月に小児救急病院の指定を受け、この指定をもって平成２５年４月に社会医療法人の認定

を受けました。私は，社会医療法人となった当院のこれからの使命は、小児救急医療の更なる充実を図りながら、

時代と共に変化する住民ニーズに的確に対応した小児医療体制を構築し、文字どおり「地域の子育て総合支援病

院」に成長していくことであると考えております。 

  そのために、今年３月、これからの「地域包括ケアの考え方に立った新しい小児地域医療体制」に対応すべく、新

たに「小児在宅療養支援部」を設置いたしました。これにより、近年，高度医療機関のＮＩＣＵにおいて増加しつつあ

る超未熟児・極低出生体重児や重度心身障がい児への退院支援に積極的に協力できる体制が整備され，既にこ

れらの高度医療機関や訪問看護事業所等との連携による在宅重障児への訪問診療を開始しております。 

   今後は、経験を蓄積しながらではありますが、これらの新たな取り組みを充実させていくとともに，高度医療機関

や地域医療機関との連携を図りながら、①小児救急医療 ②子育て支援 ③在宅医療 の３本柱で診療体制を充実さ

せ，地域の小児医療の推進に貢献してまいりたいと考えております。 

     今後とも、「池田病院」をどうぞよろしくお願いいたします。 

池田病院 

院長 池田 琢哉 

             ”低身長”のこどもの中に、小児の内分泌系の病気が隠れていることがあります。    

 

             身長が低い、あるいは身長の伸びが悪いことを”低身長”といいます。 

             こどもの身長も個性がありますので、身長の低い子もいれば、高い子もいます。 

             したがって、低身長自体が悪いわけではありません。 

             しかし、”低身長”の子どもの中に、小児の内分泌の病気が隠れていることがあります。 

 ”低身長”とは、その年齢の平均値よりマイナス２標準偏差以上低いことです。解りやすく言うと、同じ生年月日の

子ども１００人を身長の低い順に並べて前から１～２番目の子ども達がこれに相当します。 

 また、現在の身長はそれ程低くなくても、突然身長の伸びが少なくなったケースも要注意で、是非検査を受けてみ

ることをお勧めします。検査の結果、成長ホルモンが足りないと診断されれば、痛みもなく副作用も少ない安心でき

る成長ホルモンの注射を使用した治療が通院で行えます。治療費に関しては、健康保険が使え、併せて公的助成

金を受けられる場合もありますので、いつまでも様子を見ていて手遅れにならないよう、お気軽にご相談ください。 



みなさまのおかげで続けてこられました
　〇記念講演
　　「子育てに理論が必要なのでしょうか？」
　　　　－時代が変われば子育ても変わる－
　　　　　　　　鹿児島大学大学院医歯学総合研究科教授

  河野　嘉文　教授
　〇クラウンショー

〇ブラスバンド演奏　♪
鹿児島ママブラス「みゅう」　♬

♪　　　　　　　　　　　　　　♫        〇参加されたママたちの声
　・子育てが思うようにできずに悩んでいましたが、少し
　ずつ頑張ろうと思いました。
　・動き回って大変な時期に相手してくださって、ゆっくり
　　話が聞けました。
　・病気以外でふだん不安に思っていることも、育児サロン
　　では話せます。
　　　　　　148名のご参加　ありがとうございました。
　　これからも楽しく安心できる育児サロンを目指します。
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乳幼児健診

※土日、休日、および貴院当番医における入院等
について、ご遠慮なくお問合せ下さい。

入院３０床 小児入院医療管理料３

※臨床心理士によるカウンセリングを実施（随時）

※毎月２回（土）専門医による発達外来を実施

※低身長の相談及び成長ホルモン治療を実施

＊外来診療は国民の祝日が休診です
13:00～16:00

週間診療案内

10:00～12:00
予防接種

外来診療時間
9::00～21:00
9::00～13:00

♪アンパンマンのうた♪ 

など、楽しさいっぱい 

歌って踊って失敗し
てのはっしーさんに 
みんなで大笑い 

子育てに不安なママたちの背中をそっ

と押してくださるようなお話しでした 
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